









が、これまでは主に自動撮影装置を用いたカメラトラップ法（Yasuda 2004, 福田ら 2008）












（selective availability）という方法を導入することで、測位精度が 100m 程度に抑えられ
るようになり（Moen et al. 1996, Rempel et al. 1995, Rogers et al. 1996 など）、ヘラジカ
（Obbard et al. 1998）やアメリカクロクマ（Blanc et al. 1997）などの大型獣に適用されてき
た。しかし、日本では急峻な地形と森林構造のために電波の捕捉が困難と予想されること、
日本に生息する野生動物はこの方法を適用した野生動物と比較して小型であり、小型動物


































く異なる（増田ら 2009）。行動圏は 2～ 8km2 とされているが、これも地域によって大き
















































① GPS 首輪の登録として、ID、首輪名、装着日の情報を登録する（図 3a）。
② GPS 首輪とスマートフォンをペアリングさせる（図 3b）。
③ キツネの行動軌跡情報を得るには、受信状態が良好な場所でダウンロードをする（図































　2019 年 4 月 24 日に、阿久比町板山地蔵池（図 2の地点 1、図 4の地点 1）で 1頭目のキ
ツネが捕獲された（写真 5）。性別はオス、年齢は 3歳で、体重は 7.5㎏、頭胴長は 72cm、
尾長は 44cm であった（表 1）。4月 26 日に GPS 首輪を装着して、放逐した。調査開始か
ら約 2週間は、半径約 500mの範囲内の道路の北側で主に行動していた（図 4）。






捕獲日 性別 齢（年） 体重（kg） 頭胴長（cm） 尾長（cm） 解析期間
2019.4.24 ♂ ３ 7.5 72 44 2019.4.26 ～ 2019.5.10
2019.7.18 ♂ 1-2 6.7 70 46 2019.7.18 ～ 2020.1.10




　7 月 19 日に阿久比町矢高楪東（図 2 の
地点 2、図 5a の地点 1）で 2 頭目のキツ
ネが捕獲された（写真 6）。性別はオス、





月～ 11 月）（図 5b）および発情期（12 月
以降）の 2020 年 1 月 4 日までは子育て期
よりもやや南に行動圏を拡げたが、半径
1km の範囲で行動していた。ところが、
1月 5 日以降はそれまでの行動圏を核としつつ 1月 10 日まで南東方向や北西の知多市ま
で直線距離で約 6kmの移動をして、行動域を拡げた（図 6）。
（3）3頭目
　2019 年 11 月 7 日には、阿久比町大字植大大石根（図 2の地点 4、図 7の地点 1）で 3頭
目のキツネが捕獲された（写真 7）。性別はオス、年齢は 1～ 2 歳で体重は 6.0㎏、頭胴長
67cm、尾長 47cmであった（表 1）。
　独立期とされる 11 月下旬（11 月 28 日）までは、捕獲された場所から半径約 1kmの範囲
内で行動していることが確認された（図 7）。
　その後、11 月 29 日には図 8の〇 1（独立期の行動圏）から長距離移動をはじめ、11 月
30 日には図 8の〇 2（知多市西エリア）に移動し、12 月 1 ～ 2 日は元の行動圏に戻ったも
のの、再び移動し 12 月 3 日～ 5日には図 8の〇 3（常滑市エリア）に留まり、12 月 5 日に
移動し12月5～6日には知多市西エリアに留まり、12月7日に一旦元の行動圏に戻った後、
12 月 8 日～ 21 日の期間は知多市西エリアに約 2週間留まった。12 月 22 日～ 28 日までは
元の行動圏に戻ったが、12 月 29 日～ 31 日は新たに図 8の〇 4（知多市東エリア）に移動
写真 5　2019 年 4 月 24 日に阿久比町板山地蔵池で
捕獲されたキツネのオス（1頭目）
写真 6　2019 年 7 月 19 日　阿久比町矢高楪東で捕
獲されたキツネのオス（2頭目）




して留まり、2020 年 1 月 1 日には元の行









































の文字がある西狐谷にある池（写真 10）や竹林（写真 11）（図 7の地点 2）に頻繁に訪れ、中
山城跡（新見南吉記念館付近）（図 7の地点 6）には訪れていなかったが、その西側の池（写
真 12）周辺地点（図 7の地点 3）を頻繁に訪れており、付近にはビワ、カキノキ（Diospyros 
kaki）が植栽された果樹園（写真 13）もあった。この時期にはビワは結実していないため、
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